
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

な
ぜ
あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が

起
こ
ら
な
い
の
か
?

東
日
本
大
震
災
に
も
関
連
し
て

　
　
　
　
講
師
　
古
村
　
豊
治 

氏

い
ま
は
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
。
政

治
や
経
済
は
不
透
明
。
ま
た
天
変
地
異

や
大
災
害
、
事
件
や
難
病
奇
病
も
続
出

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
難
問
に
対
し
具

体
的
な
対
処
策
を
持
つ
政
治
家
、
指
導

者
、
宗
教
家
、
科
学
者
、
医
学
者
は
極

め
て
少
な
い
の
で
す
。

そ
ん
な
指
導
者
た
ち
を
あ
て
に
せ
ず
、

自
分
自
身
で
自
分
や
家
族
、
会
社
を
護

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
個
々
人
が
自
分
の
本
来
の
力
に
目

覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
来
ま

し
た
。
そ
れ
に
は
「
奇
蹟
力
」
と
で
も

い
う
「
力
」
が
必
要
な
の
で
す
。

「
奇
蹟
力
」
は
、
た
だ
待
っ
て
い
て

は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
奇
跡
を
起
こ
す
た

め
に
は
、
人
間
と
宇
宙
の
構
造
を
「
直

感
力
」
を
使
い
、
理
解
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
意
識
力
」
で
能
動

的
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。

3
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
、
原
発
事
故
も
加
わ
っ
て
日
本
は
有

史
以
来
の
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
へ
の
最
新
の
対
処
法
を
、
実
技

を
交
え
て
講
演
し
ま
す
。

な
お
、
参
加
者
全
員
に
古
村
先
生
の

最
新
の
著
作
で
あ
る
「
成
功
の
宇
宙
法

則
」
を
進
呈
致
し
ま
す
。

前
回
も
大
盛
況
だ
っ
た
古
村
先
生
の

本
部
例
会
で
の
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
御
講

演
で
す
の
で
、会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
古
村
豊
治
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
30
年
早
稲
田
大
学
商
学
部
卒
業
。

各
種
会
社
社
長
を
歴
任
。
船
井
幸
雄
先

生
主
宰
の
直
感
力
研
究
会
講
師
、
高
次

元
波
動
研
究
会
主
宰
。
時
空
超
越
波
動

法
を
創
出
し
、
今
日
に
至
る
。
高
次
元

研
究
、
フ
ー
チ
、
I
F
・
テ
ス
ト
の
実

践
者
と
し
て
著
名
。
全
国
で
セ
ミ
ナ
ー

開
催
。
相
談
屋
本
舗
運
営
。

　

著
書
に
は
、「
究
極
の
自
己
革
新
」（
博

文
館
新
社
刊
）、「
ら
く
ら
く
探
査
力
」

「
わ
く
わ
く
意
識
力
」（
中
央
ア
ー
ト
出

版
刊
）、「
悟
り
力
」（
知
玄
社
刊
）、「
成

功
の
宇
宙
法
則
」（
致
知
出
版
社
刊
）
な

ど
が
あ
る
。

※
今
回
は
第
三
月
曜
日
（
祝
日
）
で
す
。

日
時　

平
成
23
年
7
月
18
日
（
月
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

　
　
　

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

　
　
　

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年
記
念

　

大
会
の
予
告
と
論
文
・
原
稿
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
例
会
予
告

◎
第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
予
告

◎
十
二
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
五
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
五
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
念
写
像
の
形
成
過
程
の
分
析

※ 

8
月
は
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
九
月
本
部
例
会
予
告
は
3
頁
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
12
受
領
分
ま
で
）

金
七
千
七
百
円　
　

大
川
様　

風
巻
様

金
一
千
円　
　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円　
　
　
　

天
野　

聖
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　
お
願
い

☆ 

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
本
サ
イ
科
学
会
創
立
35
周
年

記
念
大
会
の
予
告
と
論
文
・
原

稿
募
集

テ
ー
マ
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
詳
細
は
次
号
掲
載
）

午
前
10
時
～
12
時
（
敬
称
略
）

特
別
講
演

苗
鉄
軍　

佐
々
木
茂
美

午
後
1
時
～
5
時

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

前
半
で
パ
ネ
ラ
ー
が
1
人
15
分
位
発
表

し
、
後
半
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン（
会
場
参
加
者
も
含
め
た
質
疑
応
答
）

大
会
委
員
長　

小
牧
昭
一
郎

パ
ネ
ラ
ー
（
予
定
）

佐
々
木
茂
美　

苗
鉄
軍　

久
保
田
昌
治

鯰
江
勇　

他 

日
時　

平
成
23
年
10
月
9
日
（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　

※
開
場
は
午
前
9
時
30
分
で
す

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

日
本
サ
イ
科
学
会
は
1
9
9
5
年
に

分
科
会
の
サ
イ
実
測
研
究
会
が
、
中
国

元
極
学
の
張
志
詳
会
長
を
日
本
に
招
い

て
東
京
や
長
野
県
で
講
演
会
を
催
し
た

と
き
に
、
長
野
県
の
長
谷
村（
現
在
伊

那
市
に
合
併
）
に
あ
る
分
杭
峠
が
元
極

学
の
基
地
に
匹
敵
す
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
る
と
い
う
「
お
墨
付
き
」
を
い

た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
現
在

日
本
で
も
有
数
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
分
杭
峠
に
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
の
現
状
や
科
学
的
な
立
場
で

検
討
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
致
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
会
員
の
皆
様
か
ら
も
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
関
す
る
貴
重
な
体
験
や
レ

ポ
ー
ト
、科
学
的
な
立
場
か
ら
の
検
証
・

論
文
等
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
当
日
配
布
さ
れ
る
予
稿
集

や
今
年
度
発
行
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

9
月
10
日
ま
で
に
A
4
版（
40
字
×

40
行
）
6
枚
以
内
で
一
太
郎
か
ワ
ー
ド

の
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
イ
ル
を
左
記
事
務
局

ま
で
添
付
フ
ァ
イ
ル
送
信
願
い
ま
す
。

内
容
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
の
審
査
は

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
原
稿
送
信
先

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
例
会
の
お
知
ら
せ

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
正
32
面

体
図
象
に
潜
む
驚
異
の
浄
化
パ
ワ

ー
　
日
本
各
地
を
巡
る
『
み
ろ
く
』

奉
納
紀
行
に
学
ぶ
ー
」

　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治 

氏

日
時　

平
成
23
年
7
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

※ 

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
八
月
研
究

集
会
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

● ❷●



第
13
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
　

本
年
も
ま
た
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
優
秀
な
講

演
者
に
は
参
加
投
票
に
よ
っ
て
U
F
O
・

オ
ー
ブ
賞
を
、
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
者
に

は
世
話
人
か
ら
マ
ー
ジ
ナ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
賞
も
・
・
・
。

U
F
O
・
オ
ー
ブ
研
究
に
関
心
の
あ

る
方
は
是
非
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
ま

た
U
F
O
・
オ
ー
ブ
に
つ
い
て
ひ
と
こ

と
話
し
た
い
と
い
う
ヒ
ト
も
お
気
軽
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

○ 

テ
リ
ー
・
ト
フ
テ
ネ
ス
監
督
が
撮
影

し
た
作
品「
ザ
・
デ
イ
・
ビ
フ
ォ
ア
・

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
上
映
!

講
演
者

・
山
口
カ
ー
ラ
（
フ
ォ
ト
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
）「
S
P
I
R
I
T 

O
F 

M
U
」

・
中
津
川　

昴
（
サ
イ
キ
ッ
ク
・
リ
サ

ー
チ
ャ
ー
）「
最
新
U
F
O
情
報
」

・
ロ
ン
・
薄
葉
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ヒ
ー
ラ
ー
）「
オ
ー
ブ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」

・
田
村
良
一（
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
者
）「
改

良
ア
ダ
ム
ズ
モ
ー
タ
ー
現
況
報
告
」

・
宮
本
一
聖（
宇
宙
・
科
学
・
超
常
現
象

研
究
家
）「
U
F
O
撮
影
の
現
場
か
ら
」

・
ア
カ
イ
☆
コ
ウ
ジ（
キ
ャ
ス
タ
ー
）

「
エ
リ
ア
5
反
田
か
ら
」

・
川
崎
利
男（
川
崎
オ
ー
ブ
研
究
所
）

「
2
0
1
1
年
前
半
オ
ー
ブ
総
括
―
福

島
原
発
・
セ
シ
ウ
ム
オ
ー
ブ
研
究
中
―
」

・
森　

義
光（
M
総
研
所
長
）「
関
西
U�

F
O
事
情
」

・
井
出　

治（
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所
所
長
）「
脱
原
発
と
第
三
起
電
力
」

・
森
脇
十
九
男（
開
星
論
の
U
F
O
党

党
首
）「
反
核
開
星
統
合
論
」

・
宮
内
輝
幸（
医
師
）「
一
医
師
か
ら
み

た
ス
キ
ニ
ー
ボ
ブ
の
真
贋
」　

ほ
か

★ 

講
演
者
・
講
演
内
容
は
都
合
に
よ
り

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

点
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

日
時　

平
成
23
年
7
月
31
日
（
日
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

　
　
　

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

　
　
　

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
予
告

『
3
・
11 

新
文
明
の
幕
開
け
』

～
日
本
人
の
使
命
～

　
　
　
　
講
師
　
鈴
木
　
俊
輔 

氏

先
の
3
・
11
、
東
日
本
大
震
災
は

未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
こ
の
天
譴
と
も
い
え
る
大
災
害
が
何

ゆ
え
に
日
本
に
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
?　

整
然
と
一
〇
〇
人
以
上
も
列
を

成
し
て
食
料
を
求
め
る
被
災
者
の
姿
に
、

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
は
瞠
目
し
ま
し
た
。

略
奪
・
暴
動
も
な
い
そ
の
秩
序
だ
っ

た
日
本
人
の
そ
の
姿
に
世
界
中
が
唖
然

と
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
全
て
の
日
本

人
が
今
、「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
」

と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
レ
よ
し
の
姿

は
払
拭
さ
れ
、
一
億
三
千
万
の
愛
念
意

識
が
被
災
地
一
点
へ
と
集
中
し
ま
し
た
。

は
っ
き
り
い
っ
て
、
新
文
明
の
幕
開

け
な
の
で
す
。
日
本
人
の
偉
大
な
意
識

が
覚
醒
し
て
、
そ
の
内
な
る
こ
こ
ろ
か

ら
、
外
側
の
世
界
は
創
ら
れ
ま
す
。
大

き
な
和
と
か
い
て
ヤ
マ
ト
と
読
ま
せ
る
、

そ
の
日
本
人
の
使
命
に
つ
い
て
古
神
道
・

言
霊
か
ら
の
観
点
も
含
め
て
再
認
識
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
の
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い
て
、
こ
の

分
野
に
知
識
の
深
い
鈴
木
氏
の
御
講
演

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
鈴
木
俊
輔
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
、
芝
浦
工
業
大
学
大
学

院
修
了　

工
学
修
士
。
日
産
自
動
車
中

央
研
究
所
時
代
に
は
金
属
合
金
設
計
、

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
物
性
、
触
媒
の
研
究
に

従
事
。
つ
い
で
多
機
能
金
属
触
媒
「
バ

イ
オ
カ
ル
ム
」
を
開
発（
日
本
表
面
処
理

学
会
柴
田
賞
受
賞
）。

1
9
9
6
年
㈲
テ
ク
ノ
ク
エ
ス
ト  

代

表
取
締
役
社
長  

バ
イ
オ
カ
ル
ム
の
応

用
研
究
と
音
響
技
術
を
は
じ
め
と
す
る

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
現
在
に
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至
る
。
環
境
計
量
士
・
一
級
建
築
施
工

管
理
技
師
・
騒
音
公
害
防
止
管
理
者
で

あ
り
こ
れ
ま
で
の
発
明
特
許
は
1
0
0

件
を
超
え
る
。
独
自
の
水
の
研
究
、
波

動
装
置
の
研
究
と
い
う
科
学
技
術
屋
で

あ
る
同
時
に
古
神
道
・
言
霊
の
研
究
家

で
も
あ
る
。
近
著
に
「
サ
ト
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
お
話
」（
静
岡
出
版
）、「
こ
と
だ

ま
の
科
学
」（
明
窓
出
版
）が
あ
る
。

日
時　

平
成
23
年
9
月
10
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
報
告

新
た
な
予
防
医
学
を
目
指
し
て

　
　
　
講
師
　
宇
治
橋
　
泰
志 

氏

�

（
免
疫
整
体
　
こ
こ
一
番
）

両
国
で
任
意
波
動
発
生
器
、
A
W
G

と
い
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
電
子
を
活
用

し
た
物
理
的
な
施
術
法
に
取
り
組
ん
で

か
ら
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
、

ま
も
な
く
足
掛
け
8
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
間
約
千
人
を
超
え
る

方
々
の
施
術
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
電
子
に
よ
る
物
理
療
法
の
利
点

は
、
脳
溢
血
や
痴
呆
症
な
ど
頭
の
て
っ

ぺ
ん
か
ら
心
臓
疾
患
や
足
の
水
虫
に
至

る
ま
で
、
広
い
範
囲
に
渡
る
多
く
の
疾

病
に
対
応
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

手
術
や
投
薬
、
放
射
線
等
に
頼
る
近
代

医
学
の
対
症
療
法
は
、
多
く
の
専
門
家

と
高
価
で
大
が
か
り
な
設
備
や
用
具
類

が
必
要
で
す
が
、
A
W
G
施
術
法
で
は

大
し
て
そ
れ
ら
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
事
故
や
致
命
的
な
副
作
用
は
8

年
間
を
通
し
て
、
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
費
用
の
件
で
す
け
れ
ど
も
、

効
果
対
費
用
で
考
え
ま
す
と
、
安
価
な

も
の
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
保
険
制
度
を
と
る
日
本

の
医
療
費
は
伸
び
続
け
て
35
兆
円
に
達

す
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
は
国
家
予
算
の

実
に
40
%
を
超
え
て
お
り
、
毎
年
増
加

す
る
一
方
で
、
将
来
が
ま
っ
た
く
見
え

な
い
状
態
で
す
。
こ
れ
を
打
破
す
る
に

は
僭
越
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
こ
そ
安

全
で
安
価
な
医
療
体
制
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
現
医

療
体
制
を
大
き
く
変
革
す
る
よ
う
な
新

し
い
発
想
で
の
医
療
方
法
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
A�

W
G
施
術
法
な
ど
の
物
理
療
法
は
そ
の

良
い
一
例
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
予
防
医
学
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
も
肝
要
で
す
。

こ
の
予
防
医
学
は
本
日
の
テ
ー
マ
の

一
つ
で
、
後
ほ
ど
詳
し
く
ふ
れ
て
参
り

ま
す
が
、
今
ま
で
の
予
防
医
学
は
栄
養

素
と
運
動
を
指
導
す
る
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
お
医
者
さ
ん
な
ど
専
門
家
任
せ

の
消
極
的
な
方
法
で
し
た
。
今
後
は
例

え
ば
、
外
部
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

て
改
善
す
る
物
理
療
法
な
ど
の
積
極
的

で
簡
単
な
手
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
今
回
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
子

宮
体
ガ
ン
な
ど
で
A
W
G
施
術
法
だ
け

で
改
善
さ
れ
た
事
例
等
を
紹
介
し
な
が

ら
、
合
わ
せ
て
そ
の
効
果
を
証
明
す
る

た
め
、
従
来
と
違
っ
た
角
度
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
、
疾
病
に
対
す
る
新
し
い

理
論
を
、
前
回
に
引
き
続
き
さ
ら
に
食

い
込
ん
で
ご
披
露
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
た
な
予
防
医
学
を
目
指
し
て

（
1
）
地
球
の
環
境
問
題

皆
さ
ん
は
本
年
の
9
月
に
名
古
屋
で

開
か
れ
た「
C
O
P
10
（
生
物
多
様
性

条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
）」
を
ご
存
知

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会
議
の
目
的
は

地
球
上
の
多
様
な
生
き
物
や
生
息
環
境

を
守
り
、
そ
の
恵
み
を
将
来
に
渡
っ
て

活
用
す
る
も
の
で
す
。
私
達
の
住
む
地

球
上
の
生
態
系
は
実
に
多
様
性
に
満
ち

て
い
ま
す
。
地
球
上
に
存
在
す
る
確
認

さ
れ
た
生
物
は
一
七
五
万
種
類
と
言
わ

れ
て
お
り
、
未
知
な
る
生
物
を
含
め
る

と
、
三
〇
〇
〇
万
種
類
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
地
球
上
の
約
40
億
年
も
の

進
化
の
過
程
で
、
環
境
に
適
応
、
多
様

化
し
て
同
化
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
生
命
の
種
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

環
境
に
応
じ
て
相
互
の
環
境
を
築
き
な

が
ら
、
多
様
な
生
態
系
を
形
成
し
、
地

球
環
境
と
私
達
人
間
の
暮
ら
し
を
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の

問
題
点
は
、
世
界
中
で
多
く
の
野
生
生

物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

現
在
一
年
間
に
四
万
種
の
生
物
の
種

が
滅
び
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
種
が

大
量
に
滅
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
七
五
年
頃
か
ら
な
の
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
一
年
間
に
一
種
類
く
ら
い
が
消

え
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
恐

竜
が
大
量
に
滅
び
た
時
期
の
ス
ピ
ー
ド
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よ
り
も
早
い
そ
う
で
す
。
そ
の
原
因
の

ほ
と
ん
ど
が
開
発
や
乱
獲
、
外
来
種
の

持
ち
込
み
な
ど
人
間
の
活
動
に
あ
る
わ

け
で
す
。
人
間
は
地
球
生
態
系
の
一
員

と
し
て
、
他
の
生
物
と
の
共
存
を
求
め

ら
れ
て
い
る
の
に
、
一
方
的
に
生
物
に

影
響
を
与
え
、
絶
滅
の
危
機
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
、
そ
れ
は
や
が
て
必
ず
人

類
に
降
り
か
か
っ
て
い
る
問
題
だ
と
思

い
ま
す
。

日
本
で
も
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
を
怖
が

っ
て
す
べ
て
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
現
在
は
鹿
や
猿
等
が
増
え
て
、

様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
今
後

地
球
環
境
問
題
や
公
害
問
題
な
ど
環
境

に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
、
人
類
は
さ

ら
に
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
達
の
子
供
や
孫

達
へ
物
事
を
継
承
さ
せ
た
い
と
い
う
誰

で
も
共
通
の
願
い
か
ら
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

（
2
）
体
内
の
環
境
問
題

実
は
地
球
環
境
問
題
と
同
様
に
体
内

に
も
環
境
問
題
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

体
内
に
は
カ
ビ
よ
り
さ
ら
に
小
さ
な
生

命
の
世
界
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の

世
界
は
多
形
態
の
秩
序
で
成
り
立
っ
て

い
て
、
そ
こ
に
疾
病
の
主
因
も
隠
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
ん
で
す
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
現
在
の
生
物
学
や
医
学
の
世
界

で
は
、
そ
の
世
界
を
全
く
知
ら
な
い
か
、

全
く
無
視
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
の
研

究
者
達
も
そ
の
事
実
の
証
明
を
試
み
ま

し
た
が
、
既
存
の
権
威
の
前
で
は
激
し

い
抵
抗
に
遭
い
、
葬
り
去
ら
れ
て
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
一
番
の
理
由
は

こ
の
小
さ
な
生
命
体
の
世
界
が
、
特
殊

な
顕
微
鏡
で
な
い
と
見
え
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
は
今
日

は
そ
の
世
界
を
皆
さ
ん
と
覗
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

（
3
）
体
内
共
生
微
生
物
と
疾
病
の
関
係

①
暗
視
野
顕
微
鏡
で
の
世
界

病
気
の
原
因
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

加
齢
、
偏
っ
た
食
生
活
、
ス
ト
レ
ス
、

睡
眠
不
足
、
悪
い
住
環
境
等
か
ら
体
内

環
境
の
悪
化
が
生
じ
、
体
内
に
毒
素
や

老
廃
物
が
蓄
積
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
血

液
が
汚
く
な
る
現
象
と
な
り
、
そ
れ
が

さ
ら
に
進
む
と
体
内
共
生
微
生
物
の
異

常
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
病
気

の
発
症
が
起
こ
る
と
い
う
、
全
く
新
し

い
発
想
が
あ
り
ま
す
。

パ
ス
ツ
ー
ル
な
ど
が
唱
え
た「
病
気

は
病
原
菌
に
よ
っ
て
起
こ
る
」
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
考
え
方
に
対
し
て
、
ペ
シ

ャ
ッ
プ
や
エ
ン
ダ
ー
レ
ン
が
唱
え
た
の

は「
疾
病
の
原
因
は
体
内
環
境
に
あ
る
」

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
私
共
は
こ
の

考
え
方
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
世
界
は
あ
ま
り
に
も
小
さ
す
ぎ

て
特
殊
の
顕
微
鏡
が
必
要
で
、
位
相
差

顕
微
鏡
と
暗
視
野
顕
微
鏡
が
あ
り
ま
す
。

暗
視
野
顕
微
鏡
は
大
変
強
い
光
源
を
乱

反
射
さ
せ
て
、
血
液
の
微
少
な
部
分
ま

で
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

※
暗
視
野
顕
微
鏡
に
よ
る
血
液
の
画
像

　

を
紹
介
す
る

赤
血
球
の
大
き
さ
は
7
・
5
ミ
ク
ロ

ン（
1
ミ
ク
ロ
ン
＝
千
分
の
1
ミ
リ
）

に
対
し
て
、
血
漿
の
中
を
動
き
回
る
有

機
体
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ド
の
大
き
さ
は
0
・

0 

1
ミ
ク
ロ
ン
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

②
エ
ン
ダ
ー
レ
ン
と
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ

ン
の
理
論
に
つ
い
て

エ
ン
ダ
ー
レ
ン
が
名
付
け
た
血
液
中

の「
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ド
」
と
い
う
有
機
体

を
、
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
は「
ソ
マ
チ

ッ
ド
」
と
名
付
け
て
お
り
ま
す
。
二
人

と
も
こ
れ
は
生
命
活
動
に
不
可
欠
な
も

の
だ
と
断
定
し
て
お
り
ま
す
。

ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
の
研
究
に
よ
り

ま
す
と
、
ソ
マ
チ
ッ
ド
は

1
．
ど
ん
な
強
酸
で
も
死
な
な
い

2 

．
固
形
に
な
る
と
マ
イ
ナ
ス
30
度
で

も
、
ま
た
二
〇
〇
度
以
上
の
熱
で
も

耐
え
ら
れ
る

3 

．
5
万
レ
ム
の
放
射
線
に
も
耐
え
ら

れ
る

4 

．
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ン
デ
ン
サ
で
あ

る
5 

．
ソ
マ
チ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
は
全
部
で

16
形
態
あ
り
、
最
初
の
微
少
な
3
形

態
が
健
康
な
状
態
で
あ
る

16
形
態
は
第
一
段
階
の「
ソ
マ
チ
ッ

ド
原
型
」
か
ら
、
第
2
段
階
の「
胞
子
」、

第
3
段
階
の「
二
重
胞
子
」
ま
で
が
非

病
原
性
で
、
第
4
段
階
以
降
、
バ
ク
テ

リ
ア
形
態
、
二
重
バ
ク
テ
リ
ア
形
態
、

棒
状
形
態
、
二
重
胞
子
を
持
つ
バ
ク
テ

リ
ア
形
態
、
粒
状
の
二
重
胞
子
を
持
つ

バ
ク
テ
リ
ア
形
態
、
球
状
の
細
菌
形
態
、
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そ
れ
が
破
裂
し
て
酵
母
形
態
、
子
嚢
胞

子
形
態
、
子
嚢
形
態
、
菌
糸
体
形
態
と

な
り
、
次
々
と
16
の
か
た
ち
に
変
わ
っ

て
い
く
。
そ
し
て
変
化
の
最
後
の
菌
糸

体
形
態
が
壊
れ
る
と
、
そ
こ
か
ら
再
び

小
さ
な
た
く
さ
ん
の
ソ
マ
チ
ッ
ド
が
生

ま
れ
出
て
、
そ
の
後
に
菌
糸
状
の
も
の

が
繊
維
状
の
葉
状
体
に
変
化
し
て
残
さ

れ
る
。
以
上
が
16
段
階
の
プ
ロ
セ
ス
か

ら
な
る
ソ
マ
チ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
で
す
。

ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
は
健
康
を
取
り

戻
す
た
め
ソ
マ
チ
ッ
ド
を
小
さ
く
す
る

方
法
を
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
薬
を
試

し
、
楠
の
樹
液
か
ら
確
保
し
た
も
の（
ナ

フ
タ
リ
ン
）
を
薄
め
て
、
そ
け
い
リ
ン

パ
に
打
つ
こ
と
で
元
気
を
回
復
さ
せ
た

そ
う
で
す
。

エ
ン
ダ
ー
レ
ン
も
プ
ロ
テ
ィ
ッ
ド
の

形
態
の
非
病
原
性
か
ら
病
原
性
ま
で
の

様
々
な
変
化
を
観
察
し
、
解
説
し
て
お

り
ま
す
。
結
核
菌
や
連
鎖
球
菌
、
ぶ
ど

う
球
菌
も
内
部
か
ら
変
化
し
て
発
生
す

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
当
院
が
観
察
し
た
比
較
血
液
像

　
※ 

暗
視
野
顕
微
鏡
に
よ
る
、
い
ろ
い
ろ

な
病
状
に
対
応
し
た
血
液
中
の
ソ
マ

チ
ッ
ド
の
形
態
を
解
説
す
る

④
A
W
G
治
療
器
に
つ
い
て

A
W
G
治
療
器
は
任
意
波
動
発
生
器

と
い
っ
て
、
松
浦
優
之
博
士
が
ウ
イ
ル

ス
を
撲
滅
す
る
目
的
で
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
25
年
を
か
け
て
、
世
界
中
の
学
者

さ
ん
と
協
力
し
て
膨
大
な
実
験
を
繰
り

返
し
て
、
低
周
波
で
69
種
類
の
有
効
な

周
波
数
を
発
見
し
ま
し
た
。
M
A
X
20

ミ
リ
ア
ン
ペ
ア
、
12
・
5
ボ
ル
ト
と
い

う
安
全
な
弱
電
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

人
類
は
電
気（
電
子
）
で
照
明
を
し
、

電
車
を
動
か
し
、
テ
レ
ビ
で
画
像
を
表

示
し
、
0
と
1
の
信
号
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
も
で
き
た
の
に
、
人
間
に
は
電
気
椅

子
し
か
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

人
間
も
電
子
で
で
き
て
い
る
の
に
、
こ

れ
は
お
か
し
な
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
周
波
数
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
、
有
効
な
周
波

数
が
分
か
れ
ば
治
療
や
健
康
維
持
に
も

使
え
る
は
ず
で
す
。
臨
床
実
験
で
述
べ

3
万
人
以
上
の
治
療
実
績
が
あ
り
、
副

作
用
も
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん

は
電
極
を
貼
っ
て
横
に
な
っ
て
い
れ
ば

い
い
の
で
、
気
持
ち
よ
く
睡
眠
を
取
ら

れ
る
方
も
多
い
で
す
。

A
W
G
治
療
器
の
効
果
は
、
血
液
環

境
を
良
く
し
、
新
陳
代
謝
を
高
め
る
、

体
内
の
解
毒
作
用
を
促
し
て
免
疫
力
を

高
め
る
、
副
交
感
神
経
に
働
き
か
け
る

の
で
ス
ト
レ
ス
の
解
消
・
軽
減
を
す
る
、

慢
性
的
な
病
気
の
痛
み
の
改
善
を
し
、

ケ
ガ
の
痛
み
に
つ
い
て
は
即
効
性
が
あ

る
、
身
体
の
根
本
か
ら
改
善
す
る
の
で
、

病
気
予
防
に
も
な
る
、
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ

は
自
然
治
癒
力
の
向
上
に
よ
っ
て
病
気

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
定
の
周
波
数
を
体
内
に

あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
の

ク
リ
ス
タ
ル
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
の
皮
膜
を
内

部
か
ら
破
壊
し
、
生
体
細
胞
は
傷
つ
け

な
い
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

ガ
ン
に
対
し
て
は
、
D
N
A
の
損
傷

部
に
対
し
て
免
疫
力
で
修
復
す
る
よ
う

に
働
き
、
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
た

周
囲
に
血
液
中
の
プ
ラ
ス
の
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
が
集
ま
り
、
そ
こ
に
電
子
を
当
て

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ガ
ン
細
胞
を
死
滅

さ
せ
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。

⑤
M
R
S
施
術
法
に
つ
い
て

A
W
G
治
療
器
は
目
に
見
え
な
い
電

子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
装
置
な
の
で
、
患
者

さ
ん
に
不
安
感
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
証
明
し
よ
う
か
と

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
、
ガ
ス
ト
ン
・
ネ
サ

ン
の
ソ
マ
チ
ッ
ド
を
知
り
、
暗
視
野
顕

微
鏡
で
血
液
と
ソ
マ
チ
ッ
ド
を
観
察
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

暗
視
野
顕
微
鏡
に
よ
る
検
査
方
法
の

利
点
は
、
生
き
た
血
液
を
観
察
で
き
る

の
で
、
従
来
の
明
視
野
顕
微
鏡
で
は
見

え
な
い
血
液
状
態
と
体
内
共
生
微
生
物

を
観
察
で
き
ま
す
。

血
液
の
状
態
を
見
る
こ
と
で
、
患
者

さ
ん
の
体
調
、
病
状
を
推
測
で
き
ま
す

し
、
ガ
ン
等
重
病
の
予
兆
を
見
え
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
病
院
で
の
検
査
を
勧

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
A
W
G
施
術
法
に
よ
る
血
液
の

変
化
を
、
患
者
さ
ん
本
人
と
共
に
す
ぐ

目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
ま
と
め
ま
す
と
、
人
間
は
体
内

共
生
微
生
物
と
共
存
し
て
い
る
、
共
生

微
生
物
は
体
内
環
境
に
応
じ
て
変
化
す

る
、
病
気
の
原
因
は
共
生
微
生
物
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と
き
に
発
生
す
る
、

病
気
は
体
内
環
境
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

で
回
復
す
る
、
体
内
環
境
の
改
善
は
血

液
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
達
成
で
き
る
、

血
液
は
A
W
G
治
療
器
に
よ
っ
て
も
改

善
で
き
る
、
施
術
効
果
は
暗
視
野
顕
微

鏡
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
A
W
G
治
療
器
の
効
果
が
刻

々
と
確
認
で
き
る
の
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
だ
と
思
い
ま
す
。
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（
4
）
こ
れ
か
ら
の
医
療
と
予
防
医
学
に

　
つ
い
て
考
え
る

病
気
に
な
っ
た
と
き
の
願
い
は
、
早

く
改
善
す
る
、
痛
く
な
い
、
身
辺
の
ダ

メ
ー
ジ
が
少
な
い
、
副
作
用
が
な
い
、

安
く
済
む
こ
と
、
そ
れ
に
は
体
内
環
境

の
改
善
、
体
内
に
お
け
る
共
生
の
原
理

を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
に
合
っ
た
手
法

が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
疾
病
の
原
因
は
、
体
内
共
生

微
生
物
等
が
よ
り
安
定
し
よ
う
と
し
て

ロ
ッ
ク
オ
ン
を
起
こ
し
て
い
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
体
内
P
H
を
7
・
38
～

7
・
40
の
ベ
ス
ト
の
状
態
に
調
整
し
、

適
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、
最
後
は

共
生
微
生
物
の
力
に
任
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

の
安
全
で
副
作
用
も
な
く
、
安
価
で
効

果
の
大
き
い
方
法
と
し
て
A
W
G
施
術

法
は
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
五
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「 

脳
科
学
と
健
康
…
代
替
医
療
の

疑
問
解
消
か
⁉

～
4
の
法
則
（
脳
／
心
／
身
体
／

栄
養
）
か
ら
考
え
る
」

　
　
　
　
講
師
　
下
村
　
和
弘 

氏

�

（
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

と
き　
　

平
成
23
年
2
月
19
日（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

下
村
氏
は
1
9
6
0
年
愛
知
県
生
ま

れ
。
名
城
大
経
営
管
理
論
専
攻
。
1 

9�

8 

8
年
名
古
屋
の
総
合
商
社
に
勤
務
。

健
康
・
環
境
事
業
に
従
事
、
独
自
に
生

態
電
気
測
定
な
ど
を
始
め
、
1
9
9
0

年
頃
か
ら
健
康
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
現
在

独
立
し
、
健
康
関
連
企
業
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
。「
生
命
場
の
科

学
」「
電
子
理
論
」
の
研
究
を
基
に
健
康

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
全
国
数
千
人
の

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
、「
4
の
法
則
／
自

然
の
摂
理
」
な
ど
を
構
築
。「
脳
科
学
と

健
康
」
を
テ
ー
マ
に
大
学
な
ど
全
国
各

地
で
講
演
活
動
中
。

厚
生
労
働
省
が
2
0
0
0
年
に
「
健

康
日
本
21
」
と
銘
打
ち
、
予
防
医
学
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
掲
げ
て
か
ら
抜

本
的
な
成
果
の
無
い
ま
ま
10
年
が
過
ぎ

た
が
、
現
在
の
「
ス
ト
レ
ス
社
会
」
を

代
表
と
す
る
病
ん
だ
時
代
は
、
明
確
な

解
決
策
も
な
い
ま
ま
進
展
し
て
お
り
、

心
因
性
疾
患
や
慢
性
疾
患
も
増
え
続
け

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
会
問
題
化
し
た

課
題
に
対
し
て
、
新
し
い
切
り
口
で
脳

科
学
の
観
点
か
ら
斬
新
な
考
察
を
導
き

出
し
て
い
る
。

新
聞
に
よ
る
と
中
1
の
鬱
病
は
10
%

で
あ
る
。
ま
た
精
神
科
の
数
は
全
国
で

5
1
4
4
、
心
療
内
科
の
数
は
3

�
0
�9�

2
に
達
し
て
い
る（
2
0
0
5
年
）。

原
因
と
し
て
社
会
構
造
の
複
雑
化
や

い
じ
め
の
陰
湿
化
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て

い
る
が
、
い
じ
め
は
昔
か
ら
あ
り
、
最

悪
と
言
わ
れ
る
無
視
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
学
校

や
会
社
へ
は
行
っ
て
お
り
休
む
こ
と
は

な
か
っ
た
。
現
代
は
い
じ
め
等
に
よ
り

出
て
行
け
な
く
な
る
事
で
目
立
ち
、
社

会
問
題
化
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の

「
行
け
な
く
な
る
」
所
に
原
因
が
隠
れ

て
い
る
。

ま
た
成
人
病
の
若
年
化
も
進
ん
で
い

る
が
、
心
因
性
疾
患
増
加
と
同
様
の
原

因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
代
医
学
の
問
題
点
は
病
気
の
原
因

を
考
え
て
い
な
い
。
ガ
ン
の
手
術
も
ガ

ン
を
取
っ
た
と
い
う
だ
け
で
ガ
ン
を
治

し
た
と
は
言
わ
な
い
。

私
は
か
つ
て
測
定
器
L
F
T
や
Ba
を

使
い
、
年
間
1
0
0
0
人
程
度
の
測
定

実
験
を
行
っ
て
き
た
が
、
同
じ
よ
う
な

症
状
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
方
法
で
対

応
し
て
も
効
果
が
違
う
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
被
験
者
に
対
し

て
食
生
活
な
ど
い
く
つ
か
の
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

は「
脳
、
身
体（
細
胞
）、
栄
養
、
心
」の

4
つ
の
条
件
を
満
た
す
事
だ
と
気
付
か

さ
れ
た
。
健
康
だ
け
で
な
く
世
の
中
の

事
象
を
検
証
し
て
み
る
と
4
つ
の
条
件

か
ら
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
以
来
「
4

の
法
則
／
自
然
の
摂
理
」
と
し
て
提
唱

し
て
き
た
。

基
本
的
に
脳
が
身
体
に
信
号
を
送
り

臓
器
や
組
織
、
ホ
ル
モ
ン
や
免
疫
機
能

は
働
い
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
症
状

に
対
し
医
師
は
不
調
を
訴
え
る
部
位
の

検
査
に
止
め
、
脳
を
調
べ
よ
う
と
は
し

な
い
。
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先
進
医
学
の
現
実
を
み
る
と
、
日
本

の
医
学
、
特
に
基
礎
医
学
は
遅
れ
て
い

る
。
医
療
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の

腰
痛
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は「
身
体
の
構

造
変
化
と
慢
性
腰
痛
の
因
果
関
係
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
あ
る
。

福
島
県
立
医
科
大
学（
2
0
0
8
年

発
表
）
の
慢
性
腰
痛
者
の
調
査
に
よ
る

と
骨
な
ど
の
異
常
が
見
ら
れ
る
の
は

15
%
し
か
無
く
、
原
因
究
明
の
結
果
、

腰
痛
の
85
%
は
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
脳

の
異
常
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。

海
外
で
は
、
病
気
の
改
善
に
は「
身

心
を
制
御
す
る
技
術
、
信
念
体
系
の
確

立
、
身
と
心
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
あ

る
」
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
で
も

教
育
さ
れ
、
ま
た
ブ
ル
ー
ス
・
リ
プ
ト

ン
博
士
に
よ
る
医
学
の
常
識
を
変
え
た

考
え
方
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
信
念
は
細
胞
を
変
え
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
科
学
と
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
橋
渡
し
を
す
る
生
物
学
で
、
遺
伝
子

は
単
な
る
設
計
図
に
す
ぎ
な
い
。「
食
と

思
考
」
が
細
胞
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
遺

伝
子
の
振
る
舞
い
を
変
え
る
と
い
う
驚

く
べ
き
真
実
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
ー
バ
か
ら
遺
伝
子
を
取
っ
て
も

そ
の
ま
ま
元
気
に
生
き
て
い
る
。
分
裂

し
な
い
だ
け
で
あ
る
。
細
胞
へ
の
影
響

度
は
食
が
1
に
対
し
思
考
が
10
で
あ
る
。

こ
れ
は
私
の
研
究
履
歴
と
一
致
し
て
い

る
。
腰
痛
保
有
者
の
大
半
の
骨
は
正
常

で
あ
る
事
も
頷
け
る
。

さ
ら
に
「
老
化
は
病
気
」
と
い
う
の

が
ア
メ
リ
カ
の
最
先
端
の
考
え
か
た
で

も
あ
る
。
老
化
と
い
う
病
気
の
合
併
症

で
い
ろ
ん
な
病
気
が
起
き
て
い
る
。
肉

体
の
若
さ
は
脳
の
若
さ
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
こ
と
か
ら
脳
の
老
化
を
改
善
す

る
こ
と
で
結
果
と
し
て
病
気
が
消
え
る

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
考
え
方
で
あ
る
。

●
脳
と
病
気
の
関
係
に
つ
い
て（
脳
幹

の
一
部
を
紹
介
）

脳
の
異
常
の
原
因
と
し
て
は

1
．
酸
化
、
老
化
、
サ
ビ

2
．
24
時
間
の
リ
ズ
ム
の
乱
れ

3 

．
ス
ト
レ
ス
、
ダ
メ
ー
ジ

　

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

① 

視
床
下
部
・
・
・
自
律
神
経
の
中
枢

と
し
て
免
疫
、
臓
器
、
ホ
ル
モ
ン
、

組
織
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

② 

松
果
体
・
・
・
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
関

わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
マ
ス
タ
ー

ホ
ル
モ
ン
の
肩
書
き
を
持
つ
メ
ラ
ト

ニ
ン
を
分
泌
す
る
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
は

夕
方
暗
く
な
っ
て
か
ら
分
泌
が
始
ま

り
、
睡
眠
中
3
時
間
く
ら
い
続
く
深

夜
3
時
以
降
は
出
に
く
く
な
る
。
夜

10
時
過
ぎ
に
起
き
て
い
る
3
才
児
が

今
や
半
数
で
あ
る
。

メ
ラ
ト
ニ
ン
と
は

1
．
抗
酸
化
物
質
で
あ
る
。

2
．
24
時
間
の
リ
ズ
ム
や
睡
眠
を
促
す
。

3 

．
ス
ト
レ
ス
や
ダ
メ
ー
ジ
を
緩
和
す

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
脳
細
胞
の
保
護
薬

と
さ
れ
て
い
る
。
分
泌
は
3
才
か
ら
思

春
期
ま
で
が
ピ
ー
ク
と
さ
れ
る
。

③ 

扁
桃
核
・
・
・
1
9
3
0
年
こ
ろ
か

ら
研
究
さ
れ
て
い
て
一
目
ぼ
れ
や
と

き
め
き
、
ま
た
イ
ラ
イ
ラ
、
カ
チ
ン

な
ど
の
感
情（
情
動
）の
時
に
働
く
脳

だ
と
わ
か
っ
て
き
た
。
ス
ト
レ
ス
の

入
口
と
言
え
る
。
こ
れ
を
除
去
す
る

と
瞬
間
的
な
感
情
の
反
応
が
無
く
な

る
。
使
い
過
ぎ
る
と
萎
縮
し
、
う
つ

病
と
な
る
。
先
の
尖
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
つ
ぶ
れ
る
と
統
合
失
調
症
、
精

神
分
裂
病
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
40
才
で

は
4
分
の
1
か
ら
10
分
の
1
に
減
少
す

る
。
丁
度
厄
年
に
あ
た
る
頃
で
も
あ
る
。

自
律
神
経
失
調
症
、
更
年
期
障
害
、
う

つ
、
睡
眠
障
害
、
か
つ
て
成
人
病
と
言

わ
れ
た
病
気
の
多
く
は
こ
の
頃
か
ら
増

え
る
病
気
だ
っ
た
。
ま
た
60
才
を
過
ぎ

る
と
計
測
不
能
レ
ベ
ル
ま
で
低
下
す
る
。

認
知
症
の
一
般
的
な
原
因
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
多
発
梗
塞
型
と
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
と
し
て
知
ら
れ
、
前
者
は
脳

の
細
か
な
血
管
の
詰
ま
り
に
よ
る
も
の
、

後
者
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
タ
ン
パ
ク

に
よ
る
脳
の
縮
み
と
さ
れ
て
い
る
。
ア

ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ
タ
ン
パ
ク
の
高
次
構

造
を
修
飾
す
る
こ
と
か
ら
メ
ラ
ト
ニ
ン

と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
が
関
係
し
て
い
る

事
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
患
者
の
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
著
し
く
減

少
し
て
い
る
。
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
抗
酸
化

作
用
を
持
つ
強
力
な
神
経
細
胞
保
護
薬

で
あ
る
。

メ
ラ
ト
ニ
ン
は
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
の

消
去
作
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
脳
細
胞
を

守
る
保
護
薬
と
言
え
る
。

●
血
液
脳
関
門
に
つ
い
て

栄
養
素
は
脳
に
は
殆
ど
入
ら
な
い
。

血
液
関
門
と
い
う
血
管
が
特
殊
な
フ
ィ

ル
タ
ー
で
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
存
在

に
よ
る
が
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
は
抗
酸
化
物

質
と
し
て
血
液
脳
関
門
を
通
過
で
き
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
し
て

販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
薬
品

● ❽●



分
類
で
認
可
さ
れ
て
な
い
。
メ
ラ
ト
ニ

ン
の
実
験
の
多
く
は
牛
か
ら
採
取
さ
れ

て
い
た
15
年
以
上
前
の
デ
ー
タ
で
あ
る

た
め
、
現
在
入
手
出
来
る
化
学
薬
品
や

植
物
由
来
の
抽
出
・
乾
燥
サ
プ
リ
で
は

同
じ
効
果
が
期
待
で
き
に
く
い
。

●
海
馬
、
扁
桃
核
が
萎
縮
・
・
・
痴
呆

お
こ
す
脳
の
器
官
解
析
!

1
9
9
6
年
3
月
11
日
東
北
大
学
の

研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
が
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
見
出
し
で
あ

る
。
3
万
人
の
検
査
の
結
果
か
ら
発
表

さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
認
知
症
は
未

だ
大
脳
の
病
気
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
扁
桃
核
や
海
馬
が
原
因
な
ら
大

脳
と
違
い
代
謝
す
る
組
織
な
の
で
改
善

の
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
ス
ト
レ
ス

ダ
メ
ー
ジ
が
緩
和
す
れ
ば
扁
桃
核
は
再

生
す
る
。
松
澤
大
樹
氏
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
患
者
の
治
療
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

進
行
が
止
ま
る
94
%
、
改
善
が
始
ま
る

79
%
、
元
の
生
活
に
戻
る
の
が
54
%
で

あ
っ
た
。

W
H
O
の
警
告
に
よ
る
と
、
前
立
腺

ガ
ン
や
乳
ガ
ン
は
、
交
代
勤
務
者
に
多

い
、
そ
れ
は
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が
抑

制
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
メ
ラ
ト
ニ
ン

が
抑
制
さ
れ
る
と
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
進
む
。
ま
た
コ
ン
ビ
ニ
や
読
書
に
よ

る
4
6
0
n
m
の
光（
蛍
光
灯
、
パ
ソ
コ

ン
、
テ
レ
ビ
）は
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
抑
制
す

る（
産
総
研
）。

生
活
習
慣
病
が
成
人
病
と
言
わ
れ
て

い
た
、
精
神
疾
患
も
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
時
代
に
我
が
家
で
勉
強

す
る
と
き
は
電
気
ス
タ
ン
ド
が
必
要
だ

っ
た
事
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

1
9
5
8
年
に
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
発
見

さ
れ
て
か
ら
約
半
世
紀
を
経
て
天
然
で

液
体
の
ま
ま
と
る
対
策
と
し
て
タ
ル
ト

チ
ェ
リ
ー
に
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
多
く
含
ま

れ
る
こ
と
が
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
発

見
さ
れ
た
。「
米
タ
ル
ト
チ
ェ
リ
ー
に
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
も
た
ら
す
多
量

の
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
含
ん
で
い
る
」
と
メ

ラ
ト
ニ
ン
第
一
人
者
ラ
ッ
セ
ル
ラ
イ
タ

ー
博
士
。

タ
ル
ト
チ
ェ
リ
ー
の
成
分
は
、
マ
ル

チ
ビ
タ
ミ
ン
、
マ
ル
チ
ミ
ネ
ラ
ル
、
マ
ル

チ
抗
酸
化
物
質
で
あ
る
。「
4
の
法
則
」

す
べ
て
に
タ
ル
ト
チ
ェ
リ
ー
は
当
て
は

ま
る
こ
と
に
な
る
。

前
述
の
細
胞
に
影
響
を
与
え
る
の
は

思
考
10
、
食
1
の
比
率
か
ら
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
い
物
を
取
り
入
れ
て
も
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
で
摂
取
し
て
い
て

は
効
果
が
少
な
い
。

1
9
6
0
年
代
に
Dr
モ
ル
ツ
に
よ
り

発
見
さ
れ
た
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
の
観
点

か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
力
を
活
用
す
る
事
は

人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
イ

メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
、
プ
ラ
ス
思

考
で
、
潜
在
意
識
を
活
用
す
る
の
は
常

識
で
あ
る
。
脳
は
イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の

区
別
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
力
を
簡
単

に
で
き
る
方
法
は「
も
し
も
」
を
つ
け
れ

ば
よ
い
。「
も
し
も
○
○
が
で
き
た
ら
ど

う
す
る
ん
だ
ろ
う
?
」
と
・
・
・
。

そ
し
て
思
考
は
重
要
だ
が
そ
の
源
、

脳
を
守
っ
て
い
る
の
が
メ
ラ
ト
ニ
ン
で

あ
る
と
い
う
こ
と
、
天
然
で
液
体
の
メ

ラ
ト
ニ
ン
が
取
れ
る
の
は
2
0
1
1
年

現
在
タ
ル
ト
チ
ェ
リ
ー
の
み
で
あ
る
。

1
9
8
0
年
頃
か
ら
心
因
性
の
医
療

施
設
が
急
増
し
て
い
る
。
メ
ラ
ト
ニ
ン

が
減
少
し
て
し
ま
う
原
因
を
知
れ
ば
そ

の
原
因
は
明
ら
か
と
な
る
。

① 
夜
更
か
し
し
て
明
る
い
と
こ
ろ
に
い

る
と
分
泌
は
抑
制
さ
れ
る
。

② 
非
ス
テ
ロ
イ
ド
系
の
鎮
痛
剤
、
ア
ス

ピ
リ
ン
、
イ
ブ
プ
ロ
フ
ェ
ン
な
ど
は

分
泌
量
を
概
ね
4
分
の
1
程
度
に
抑

え
て
し
ま
う
。

③ 

電
磁
波
が
メ
ラ
ト
ニ
ン
を
減
ら
す
。

1 

9 

8 

0
年
頃
に
は
蛍
光
灯
の
進
化

で
家
庭
内
が
以
上
に
明
る
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
家
電
製
品
が
充
実
し
や
が
て

95
年
、W

indow
s 95 

の
発
売
以
降

ま
す
ま
す
夜
更
か
し
は
増
え
テ
レ
ビ

も
24
時
間
放
映
を
始
め
た
。
脳
の
保

護
薬
メ
ラ
ト
ニ
ン
不
足
の
時
代
到
来

で
あ
る
。

最
後
に
メ
ラ
ト
ニ
ン
に
限
ら
ず
天
然

成
分
の
多
く
が
、
医
療
認
可
さ
れ
て
な

い
理
由
に
つ
い
て
は
成
分
の
認
可
を
と

っ
て
も
天
然
成
分
は
ド
イ
ツ
な
ど
で
は

特
許
に
な
る
が
、
日
本
で
は
法
律
に
よ

り
構
造
特
許
が
取
れ
な
い
た
め
、
膨
大

な
費
用
と
時
間
が
必
要
に
も
関
わ
ら
ず

独
占
販
売
が
で
き
ず
、
開
発
費
用
を
回

収
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

病
は
気
か
ら
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

現
代
生
活
に
お
け
る
脳
の
不
自
然
な
働

き
が
そ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
更
に
老
化
は
当
然
自
然
現
象
で

あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
そ
れ
も
ひ
と
つ

の
病
気
で
あ
る
と
い
う
。
我
々
は
気
の

持
ち
方
で
健
康
で
長
寿
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
で
あ
る
。

●❾ ●



当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非

会
員
23
名
、
合
計
35
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話

0
7
9
7
・
2 
2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�
河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
五
十
六
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

「 

日
本
人
の
生
き
方
と
21
世
紀

の
未
来
」

　
　
　
　
講
師
　
重
松
　
昭
春 

氏

と
き　
　

平
成
23
年
3
月
19
日（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

古
今
東
西
の
諸
学
を
学
ん
で
も
、
私

達
は
多
く
の
混
乱
し
た
意
見
に
支
配
さ

れ
て
今
日
ま
で
形
成
し
た
壮
大
な
地
球

文
明
も
根
本
的
に
変
革
せ
ず
に
は
私
達

の
明
日
は
無
い
と
い
う
状
況
に
至
っ
て

い
ま
す
。

精
神
世
界
か
ら
「
苦
」
の
解
決
と
人

間
の
進
歩
を
め
ざ
し
た
佛
教
も
「
縁
起
」

と
「
空
」
の
二
つ
の
次
元
か
ら
私
達
の

現
実
を
と
ら
え
よ
う
と
し
な
が
ら
失
敗

し
、
未
だ
に
「
般
若
心
経
」
の
ま
と
も

な
理
解
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
多
年
の
能
力
開
発
の
実
践

的
探
求
か
ら
以
上
の
見
解
に
達
し
た
重

松
氏
よ
り
、
問
題
解
決
の
構
図
を
サ
イ

科
学
的
研
究
の
必
要
性
の
問
題
も
含
め

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

重
松
氏
は
1
9
3
0
年
大
連
生
ま
れ
。

能
力
開
発
の
本
質
的
探
究
を
す
る
株
式

会
社「
S
L
I
」
代
表
。
意
識
開
発
フ
ォ

ー
ラ
ム「
メ
タ
ワ
ー
ク
ナ
ウ
」
主
宰
。
著

書「
無
明
の
闇
を
照
ら
す
般
若
心
経
」（
朱

鷺
書
房
）

日
本
の
政
治
家
・
官
僚
・
学
者
・
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
本

格
的
な
エ
リ
ー
ト
と
も
い
え
る
人
が
な

か
な
か
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

日
本
に
は
欧
米
に
比
べ
て
本
格
的
な

エ
リ
ー
ト
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
無
い

か
ら
で
あ
る
。
本
格
的
な
エ
リ
ー
ト
と

は
、
本
格
的
な
生
き
方
の
哲
学
と
そ
れ

に
基
づ
い
た
戦
略
を
確
立
し
て
社
会
に

貢
献
す
る
活
動
が
で
き
る
人
物
を
い
う
。

欧
米
の
大
学
に
は
そ
う
い
う
エ
リ
ー
ト

を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。　

欧
米
で
は
本
格
的
な
エ
リ
ー
ト
に
な

る
人
物
は
大
学
入
学
後
の
四
年
間
は
ま

ず
伝
統
的
な
思
想
や
哲
学
に
触
れ
て
生

き
方
の
根
本
を
考
え
、
そ
の
上
で
更
に

大
学
院
で
実
践
的
な
研
究
を
重
ね
な
が

ら
常
に
戦
略
的
な
思
考
を
学
ぶ
。
だ
か

ら
欧
米
の
大
学
で
獲
得
で
き
る
学
位
の

称
号
は
た
い
て
いPh.D

つ
ま
り
ド
ク
タ

ー
オ
ブ
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
で
あ
り
、
日
本

語
で
は
哲
学
博
士
と
か
学
術
博
士
と
訳

さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な

学
位
は
な
い
。

今
の
日
本
の
大
学
で
哲
学
は
教
養
課

程
の
中
で
ほ
ん
の
一
部
を
学
ぶ
だ
け
で

あ
り
、
哲
学
は
大
抵
文
学
部
の
中
の
哲

学
専
攻
の
人
が
ま
ず
学
ぶ
学
問
に
過
ぎ

な
い
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
差
が
生
ま
れ
る
の
は
、

日
本
で
は
欧
米
の
大
学
の
形
式
だ
け
を

ま
ね
た
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
学
問
的
研
究
の
伝
統
に
つ
い
て
の

深
い
関
心
が
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
、
欧
米
で
の
学
問
は
、
も
と
も

と
昔
か
ら
社
会
の
支
配
階
級
や
王
侯
・

貴
族
と
言
わ
れ
る
立
場
の
人
が
関
心
を

も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
生
き
方

と
戦
略
を
考
え
る
こ
と
が
、
自
分
た
ち

の
将
来
を
考
え
る
に
当
っ
て
大
切
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
実
務
に
つ
い

て
は
実
務
的
な
研
究
に
詳
し
い
人
た
ち

を
登
用
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
欧
米
の
大
学
で
は
、
思
想
・

哲
学
の
根
本
を
学
ぶ
の
に
ギ
リ
シ
ャ
哲

学
と
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
結
合
し
た
ス

コ
ラ
学
を
基
盤
に
し
て
、「
神
」（
ゴ
ッ

ド
）
と
称
す
る
存
在
が
書
い
た
書
物
を

研
究
す
る
と
い
う
形
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
こ
に
い
う
「
神
」
の
書
い
た
書

物
と
は
、
一
つ
に
は「
聖
書
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は「
自
然
」
で
あ
っ
た
。「
聖

書
」
を
読
み
解
く
技
術
と
し
て
尊
重
さ

れ
た
も
の
は
、
文
法
・
論
理
学
・
修
辞

学
と
い
う
三
つ
の「
自
由
教
科
」
で
あ

っ
た
。
ま
た
、「
自
然
」
を
読
み
解
く
技

術
と
し
て
は
、
天
文
学
・
音
楽
・
幾
何

学
・
数
式
を
学
ぶ
四
つ
の「
自
由
教
科
」

が
あ
り
、
両
者
あ
わ
せ
て
七
つ
の「
自

由
教
科
」（
セ
ブ
ン　

リ
ベ
ラ
ル　

ア
ー

ツ
）
の
研
究
か
ら
欧
米
の
大
学
は
ス
タ

ー
ト
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
そ
こ
で
は
「
見
え
な
い
世

界
」（
オ
カ
ル
ト
・
形
而
上
の
世
界
）
の

研
究
の
伝
統
の
上
に
、
よ
り
具
体
的
な

「
見
え
る
世
界
」（
形
而
下
の
世
界
）
を

と
り
上
げ
る
と
い
う
形
で
近
代
ま
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
科
学
研
究
が
発
達
し
た
。

そ
の
中
で
今
日
、
最
も
古
い
大
学
と
し

て
は
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
大
学

と
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
大
学
が
有
名
で
あ

る
。
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
が
、

パ
リ
大
学
の
シ
ョ
シ
ャ
ー
ル
教
授
は
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「
人
間
は
誤
っ
て
つ
く
ら
れ
た
生
物
で
は

な
い
が
、
誤
っ
て
教
育
さ
れ
た
生
物
で

あ
る
」
と
嘆
息
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、

長
い
間
に
欧
米
で
も
本
当
の
人
間
探
求

に
も
問
題
が
生
じ
た
事
情
が
う
か
が
わ

れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
明
治
維

新
以
後
、
欧
米
の
大
学
の
形
式
だ
け
を

取
り
入
れ
た
大
学
教
育
が
生
ま
れ
た
。

と
は
い
え
、
日
本
に
は
古
く
か
ら
縄
文

以
来
の
「
古
神
道
」
と
、
途
中
か
ら
伝

来
し
た
「
仏
教
」
が
結
合
し
て
「
神
仏

習
合
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
宗
教
文
化

が
人
間
の
生
き
方
の
根
幹
と
し
て
形
成

さ
れ
た
。
そ
れ
は
自
然
や
人
間
が
一
体

化
し
て
共
生
と
循
環
を
す
る
日
本
人
の

生
き
方
を
形
成
し
、
さ
ら
に
「
共
生
・

共
育
・
共
創
」
を
生
み
だ
す
「
場
」
の
文

化
を
発
達
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
維
新
後
の
日
本
の

政
治
家
は
日
本
文
化
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
、
欧
米
の
文
化
を

受
け
容
れ
る
あ
り
方
に
偏
向
し
て「
古

神
道
」
を
ゆ
が
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の

あ
り
方
を
ま
ね
て「
国
家
神
道
」
を
つ

く
り
上
げ
、
他
方
で
は
徳
川
幕
府
の

政
治
の
中
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て

い
た「
仏
教
」
を
弾
圧
し
て
、「
廃
仏
毀

釈
」の
形
を
つ
く
り
だ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な

「
神
仏
習
合
」
の
文
化
を
形
骸
化
さ
せ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
、
さ
ら
に
日

本
が
第
2
次
世
界
大
戦
で
敗
北
し
て
か

ら
、
占
領
軍
の
洗
脳
政
策
を
強
制
さ
れ

て
実
質
的
に
は
独
立
し
て
自
立
し
た
国

家
と
は
な
り
難
い「
日
本
国
憲
法
」
と
、

日
本
人
に
戦
争
の
罪
悪
感
を
植
え
つ
け

る
「
東
京
裁
判
」の
押
し
つ
け
と
、
そ
の

上
に
日
本
人
の
精
神
文
化
を
崩
壊
さ
せ

る
こ
と
を
狙
っ
た「
神
道
指
令
」
に
よ
っ

て
、
い
び
つ
な
「
国
家
神
道
」
ま
で
放
棄

さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
日
本
独
特

の
宗
教
文
化
は
、
単
な
る
習
俗
と
し
て

続
く
だ
け
に
止
ま
り
、
日
本
人
の
生
き

方
の
根
本
を
確
立
で
き
な
い
現
象
が
ど

れ
だ
け
出
現
し
た
こ
と
か
。

と
は
い
え
、
日
本
人
の
生
き
て
い
る

風
土
の
お
か
げ
と
、
日
本
人
の
中
に
古

く
か
ら
受
け
つ
が
れ
て
い
る
多
様
な
D�

N
A
と
、
身
土
不
二
の
日
本
食
を
食
べ
、

古
く
か
ら
日
本
人
の
中
に
受
け
つ
が
れ

て
多
彩
に
発
達
し
て
き
た
ハ
イ
コ
ン
テ

キ
ス
ト
の
日
本
語
を
日
本
人
が
使
っ
て

い
る
限
り
、
日
本
人
は
独
特
の
思
考
形

式
を
持
ち
、
日
本
人
が
形
成
し
て
き
た

い
わ
ば
素
質
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、

い
ぜ
ん
と
し
て
日
本
人
の
中
に
存
在
し

続
け
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
本
は
色
々
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

背
負
い
な
が
ら
も
経
済
的
に
は
驚
異
的

な
発
達
を
と
げ
た
。

私
は
長
年
、
人
間
の
能
力
開
発
の
問

題
を
探
究
し
て
き
た
。
そ
の
過
程
の
中

で
、
私
は
学
習
と
は
何
か
、
教
育
と
は

何
か
を
伝
統
的
な
見
方
、
考
え
方
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
と
ら
え
よ
う
と
し
、

人
間
の
可
能
性
は
結
局
、
人
間
の
中
に

働
く
生
命
力
の
発
動
の
問
題
と
し
て
、

人
間
と
は
何
か
、
人
間
の
生
き
方
と
は

い
か
な
る
も
の
か
を
、
探
究
す
る
こ
と

か
ら
人
間
の
能
力
開
発
を
と
ら
え
よ
う

と
し
て
き
た
。

こ
の
探
究
は
、
当
初
、
脳
生
理
や
催

眠
を
は
じ
め
と
し
て
、
人
間
の
意
識
と

は
何
か
と
い
う
問
題
と
結
び
つ
い
て
な

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
重
要
な
テ
ー
マ
は
、

人
間
の
自
立
の
あ
り
方
を
問
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
催
眠
は
他
者
に

暗
示
を
か
け
て
も
ら
っ
て
、
自
分
の
問

題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
、
人
間
の
依

存
心
を
生
み
出
し
、
他
方
で
は
、
暗
示

を
か
け
る
人
が
他
者
を
支
配
す
る
と
い

う
傾
向
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
人
間
の

自
立
の
あ
り
方
を
阻
害
す
る
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
人

間
の
深
層
意
識
が
、
人
間
の
生
理
・
行

動
を
支
配
す
る
傾
向
を
知
り
、
し
か
も

人
間
は
、
自
分
の
存
在
す
る
社
会
的
あ

る
い
は
自
然
的
条
件
の
中
で
、
い
つ
も
、

何
か
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
る
傾
向
に
あ

り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る
「
思
い
こ
み
」

の
中
で
、
多
く
の
人
が
生
き
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
「
自
分
」
と
は

一
体
何
か
。
何
に
対
し
て
「
自
分
」
と

い
う
言
葉
を
使
う
の
か
。
そ
の
「
自
分
」

は
、
何
を
し
て
い
る
の
か
。
こ
の
よ
う

な
「
自
分
」
へ
の
問
い
か
け
こ
そ
は
、

人
間
の
特
質
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
問

い
か
け
を
生
み
出
す
意
識
の
本
質
、
秘

密
と
は
何
か
、
を
も
っ
と
深
く
知
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
探
求
は
、
い
つ
の
ま
に
か
、
人
間
の

存
在
の
意
味
、
人
間
の
生
き
方
と
世
の
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中
の
根
本
構
図
と
の
関
係
を
知
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
、

私
に
「
仏
教
」、
と
り
わ
け
「
般
若
心
経
」

へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
こ
に
仏
陀
の
深
い
洞
察
力
と
智

慧
を
見
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
現
実
の
問
題
と
し
て

私
自
身
が
人
生
の
難
問
に
直
面
し
た
だ

け
で
な
く
、
私
に
多
く
の
人
が
、
常
識

で
は
解
決
で
き
そ
う
も
な
い
色
々
な
難

問
の
解
決
の
相
談
を
も
ち
こ
ん
で
き
た

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

私
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、

仏
陀
は
、
私
た
ち
の
「
無
明
」
に
よ
っ

て
私
た
ち
が
「
苦
」
の
存
在
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
と
解
き

明
か
さ
れ
た
。

「
無
明
」
と
は
、
私
た
ち
が
「
自
分
」

を
知
ら
ず
そ
の
た
め
に
「
自
分
」
の
中

に
働
く
こ
の
世
の
根
本
理
法
が
わ
か
ら

ず
そ
の
よ
う
な
「
無
知
」
に
も
気
が
つ

か
な
い
私
た
ち
の
意
識
の
未
成
熟
さ
を

い
う
。

仏
陀
は
、こ
の
世
の
根
本
構
図
を「
縁

起
」
と
「
空
」
の
二
つ
の
視
点
か
ら
と
ら

え
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。「
縁
起
」
と

は
、
こ
の
世
の
現
象
が
多
く
の
変
動
す

る
「
縁
」の
和
合
に
よ
っ
て
生
成
・
消
滅

す
る
こ
と
を
い
い
、
こ
の
世
の
根
本
構

図
を
、
具
体
的
・
現
象
的
な
視
点
か
ら

と
ら
え
る
認
識
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、「
空
」
と
は
、
こ
の
世
の
根
本
構
図

を
「
縁
起
」
を
超
え
る
抽
象
的
・
本
質

的
視
点
か
ら
と
ら
え
る
認
識
を
示
す
。

私
た
ち
の
存
在
す
る
現
実
を
、
こ
の
両

方
の
視
点
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
世
の
根
本
構
図
を
仏
陀
は
明

ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
縁
起
」
と
「
空
」
の
関
係
を
た
と
え

れ
ば
、「
空
」
は
大
き
な
川
の
流
れ
を
示

し
、「
縁
起
」は
そ
の
川
の
流
れ
の
中
で
、

多
数
の
泡
が
生
成
・
消
滅
す
る
こ
と
に

相
当
す
る
。
こ
の
「
縁
起
」
と
い
う
現

象
と
し
て
出
現
す
る
個
々
の
泡
は
、
大

き
な
川
の
流
れ
全
体
か
ら
み
れ
ば
皆
一

つ
に
つ
な
が
っ
て
個
々
の
泡
と
し
て
は

存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、「
空
」
自
体
の
中
に
は

「
縁
起
」
上
の
現
象
は
存
在
せ
ず
、「
縁

起
」
上
生
ず
る
「
苦
」
も
存
在
し
な
い
。

そ
し
て
「
縁
起
」
も
「
空
」
を
基
盤

と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私

た
ち
に
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
自
覚
さ

せ
、
私
た
ち
の
意
識
を
成
熟
し
た
状
況

に
も
た
ら
す
智
慧
と
し
て
佛
教
は
「
般

若
心
経
」
に
お
い
て
「
般
若
波
羅
密
多
」

と
称
す
る
「
呪
」（
こ
と
だ
ま
）
の
実
践

を
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
「
般
若

心
経
」
の
叙
述
に
素
直
に
従
っ
た
実
践

に
よ
っ
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

私
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
世
に
出
現
す
る

す
べ
て
の
問
題
は
、
本
来
解
決
を
求
め

て
い
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
通
し
て
私

た
ち
は
人
間
と
し
て
進
歩
す
る
道
を
歩

む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
に
到
達

す
る
。

こ
こ
で
必
要
な
こ
と
は「
般
若
心
経
」

の
叙
述
に
で
き
る
だ
け
素
直
に
な
っ
て

接
し
て
そ
の
主
題
と
構
成
を
捉
え
る

こ
と
と
私
た
ち
の
中
に
働
く
意
識
に
つ

い
て
の
「
サ
イ
科
学
的
」
理
解
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
日
本
中
に
示
さ

れ
た
「
般
若
心
経
」
の
理
解
は
、
残
念

な
が
ら
「
般
若
心
経
」
を
尊
重
せ
ず
勝

手
な
「
思
い
込
み
」
で
な
さ
れ
て
い
る

も
の
ば
か
り
で
「
サ
イ
科
学
的
」
理
解

に
も
あ
ま
り
に
も
無
知
過
ぎ
る
も
の
が

多
か
っ
た
。
私
た
ち
の
意
識
に
つ
い
て

の
「
サ
イ
科
学
的
」
な
理
解
に
つ
い
て

は
今
日
で
は
世
界
の
医
療
の
ト
ッ
プ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
著
名
な
リ
ン
・

マ
ク
タ
ガ
ー
ド
が
「
フ
ィ
ー
ル
ド
‐
響

き
あ
う
生
命
・
意
識
・
宇
宙
」（
イ
ン

タ
ー
シ
フ
ト
）
に
お
い
て
「
量
子
真
空
」

の
問
題
と
し
て
「
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
フ
ィ

ー
ル
ド
」
の
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
こ

と
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
実
践
的
な
探
究
に
よ
っ
て
私
た

ち
は「
自
分
」
と
称
す
る
存
在
が
量
子

的
レ
ベ
ル
か
ら
原
始
生
命
体
・
一
片
の

生
き
た
細
胞
・
脳
細
胞
・
そ
し
て
個
と

し
て
の
肉
体
的
な
存
在
を
超
え
て
、
こ

の
世
の
す
べ
て
と
一
つ
に
な
り
得
る
い

わ
ば
全
宇
宙
的
な
全
体
的
な
「
自
分
」

に
ま
で
認
識
を
広
げ
、
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て「
縁
起
」
と「
空
」
の

関
係
は
、
こ
の
世
の
全
存
在
に
お
い
て

色
々
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て「
自
己
相
似

的
」（
フ
ラ
ク
タ
ル
）
な
関
係
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
認

識
に
至
れ
ば
、
私
た
ち
は「
な
ぜ
、
人

を
殺
し
て
は
い
け
な
い
の
か
」「
な
ぜ
、

盗
ん
で
は
い
け
な
い
の
か
」「
な
ぜ
、
嘘

を
つ
い
て
は
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う

問
題
に
対
し
て
も
深
く
解
き
明
か
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
私

た
ち
が
、
こ
の
世
で
何
を
し
て
い
る
の

か
も
深
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
は
い
え
現
実
の
私
た
ち
日
本
人
は

た
い
て
い
今
の
と
こ
ろ
「
自
分
」
と
は

何
か
に
つ
い
て
充
分
な
自
覚
を
し
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
た
め「
縁
起
」

上
の
個
と
し
て
の
「
自
分
」
を
「
自
分
」

● �●



と
見
る
「
思
い
込
み
」
か
ら
開
放
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て

私
た
ち
は
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
支
配
さ

れ
、
敗
戦
以
後
二
十
有
余
年
を
経
過
す

る
間
に
日
本
人
と
し
て
の
「
自
分
」
の

生
き
方
を
自
覚
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
そ
し
て
日
本
人
の
「
素
質
」
を
維

持
し
な
が
ら
も
、
日
本
人
と
し
て
は
劣

化
し
た
状
況
に
あ
り
「
縁
起
」
上
の
注

目
す
べ
き
「
縁
」
で
あ
る
「
マ
ネ
ー
」
に

依
存
し
、「
マ
ネ
ー
」
に
支
配
さ
れ
る

人
生
を
送
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
何
も
日
本
に
特

有
の
現
象
で
は
な
く
、
今
日
地
球
上
の

全
体
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
は
は
る

か
昔
か
ら
こ
の
地
球
上
に
お
い
て「
マ

ネ
ー
」
と
い
う
便
利
な
も
の
を
中
心
に

お
い
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
の
中
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

人
を
参
加
さ
せ
て
、
こ
の
世
を
支
配
し

よ
う
と
し
て
き
た
国
際
金
融
資
本
の
画

策
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
。

私
た
ち
が
今
日
こ
の
地
球
上
に
築
き

上
げ
て
き
た
文
明
は
、
一
方
で
は
こ
の

地
球
自
然
の
恩
恵
に
あ
や
か
り
な
が
ら
、

他
方
で
は
こ
の
地
球
自
然
を
食
い
つ
ぶ

し
、
そ
こ
か
ら
多
く
の
盗
み
を
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
地
球
自
然
に
返
す
こ
と
な

く
続
け
て
き
た
文
明
で
あ
り
し
か
も
こ

の
文
明
を
こ
の
ま
ま
維
持
し
発
展
さ
せ

る
こ
と
は
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
文
明
の

基
盤
を
破
壊
し
、
や
が
て
文
明
の
あ
り

か
た
を
崩
壊
さ
せ
か
ね
な
い
と
い
う
自

己
矛
盾
の
活
動
を
続
け
し
か
も
そ
の
中

核
に
マ
ネ
ー
を
中
心
に
し
た
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
地
球
全
体
を
支
配
し
よ
う
と

す
る
国
際
金
融
資
本
の
活
動
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
こ
の
世
の
人
間
の
あ
り
方
を
探

究
す
る
哲
学
・
思
想
は
象
徴
的
に
は
近

代
の
欧
米
に
お
い
て
「
自
由
・
平
等
・

友
愛
」
と
い
う
理
念
を
生
み
出
し
た
が
、

人
類
が
「
自
己
探
究
」
を
深
め
な
い
限

り
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
の
支
配
に
よ
っ
て

「
自
由
」
と
「
平
等
」
は
対
立
す
る
傾
向

を
招
き
、
社
会
体
制
的
に
は
「
自
由
」

を
象
徴
す
る
「
資
本
主
義
体
制
」
と「
平

等
」
を
象
徴
す
る
「
社
会
主
義
体
制
」

の
対
立
を
地
球
上
に
生
み
出
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
現
実
の
問
題
と
し
て

は
「
ロ
シ
ヤ
革
命
」
に
よ
っ
て
象
徴
的

に
生
み
出
さ
れ
た
「
社
会
主
義
体
制
」

は
国
際
金
融
資
本
の
援
助
が
あ
っ
て
実

現
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
球
上
に
お
け

る
「
資
本
主
義
」
と
「
社
会
主
義
」
の
対

立
の
構
図
は
国
際
金
融
資
本
の
地
球
支

配
の
両
建
て
戦
略
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
全
体
の
傾
向
は
結
局
、
仏
陀
の
眼

か
ら
見
れ
ば
私
た
ち
が
「
自
分
」
を
知

ら
ず
「
エ
ゴ
イ
ズ
ム
」
に
支
配
さ
れ
る

限
り
「
縁
起
」
に
依
存
し
「
縁
起
」
に
支

配
さ
れ
る
傾
向
と
し
て
、
私
た
ち
人
間

の
あ
り
方
が
、
今
だ
に
「
苦
」
か
ら
解

放
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
を
生
み
出
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

も
し
私
た
ち
が
こ
の
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
は
「
自
分
」
を

知
り
私
た
ち
を
生
か
す
自
然
と
一
体
化

し
共
生
・
循
環
の
あ
り
方
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
日
本
人
の
生

き
方
の
可
能
性
が
、
日
本
だ
け
で
な
く

地
球
全
体
の
問
題
を
解
決
す
る
基
盤
と

な
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
日
本
人
が
昔
か
ら
実
現
し
て
い
た

「
神
仏
習
合
」
の
生
き
方
を
既
に
分
析
し

た
佛
教
の
本
格
的
な
理
解
を
ベ
ー
ス
と

し
て
、
も
う
一
度
構
築
し
直
し
、
そ
の

中
で
私
た
ち
の
新
し
い
文
明
を
作
り
上

げ
る
根
本
問
題
と
し
て
、
地
球
・
自
然

を
食
い
つ
ぶ
す
こ
と
な
く
、
自
然
と
共

生
・
循
環
で
き
る
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
活
用
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ

の
点
で
既
に
紹
介
し
た
「
ゼ
ロ
ポ
イ
ン

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
を
自
覚
し
て
い
る
ス
チ
ー
ブ
ン
・
グ

リ
ア
博
士
の
「
U
F
O
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

隠
蔽
工
作
」（
め
る
く
ま
ー
る
社
）
に
私

た
ち
は
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

今
回
は
般
若
心
経
を
基
本
に
広
く
日

本
人
の
生
き
方
を
説
い
て
頂
い
た
。
日

本
人
の
特
質
に
想
い
を
い
た
し
、
充
実

し
た
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非

会
員
19
名
、
合
計
33
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話

0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

7 

月
16
日（
土
）
高
尾
征
治
氏
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
正
32
面
体
図
象
に

潜
む
驚
異
の
浄
化
パ
ワ
ー　

日
本
各

地
を
巡
る『
み
ろ
く
』奉
納
紀
行
に
学

ぶ
―
」

9 

月
17
日（
土
）
井
出　

治
氏
「
未
知
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」

10 

月
15
日（
土
）
阿
久
津　

淳
氏
「
2 

0�

1 

2
年
問
題
と
サ
イ
科
学
的
進
化
」

　
“PSIentific Evolution &

 2012

”

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野　

明
夫
）
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（2）この時のD2は3.82以下になる。また、（3）
指尖脈波のカオス解析からは、交感神経並び
に副交感神経が、同時に、次第に増加してい
る。しかし通常人（非訓練者）の場合には、リ
ズムは無く、D2はより大であり、（3）に見ら
れる様な変化は存在しない。なお、以上の
D2は、別に、相関次元とも言い、カオスを生
み出すに必要な変数（雑音）の数を意味してい
る。また（3）は、集中とリラックスを同時に
進行させる事を意味している。D2の減少傾
向は、雑念の数（変数）を減少させる事により
意識を集中させ、そして次第に零意識に近づ
ける。リズム変動後の、次のD2の増加は、
無意識から来る変数（雑音）の増加を意味する
のであろう。また、通常人も訓練すれば（1）
～（3）を得る事ができる事が判っている。

5）未知現象の発生点
念写の発生には零場が必要である。その条

件として（1）既存のサイ情報（素粒子群）が残
在していない更地（さらち）の場の局所。これ
は「無」や「零」を意味しているので、新たに、
様々な素粒子群（例えば、PSI-spinペアー等）
が参入・存在し得る。（2）零場の中の零点を
境にして、どんな現象でも産出・変換し得る。
例えば右旋回と左旋回、拡大と縮小、（+）方
向と（−）方向、実と虚、現世と来世、精神と
物質、その他。これを、念写の場合でいうと、
様々な画像（人物、風景、建築物等）や色彩、
書や数字等（サイ情報）への気エネルギーの変
換と生起を意味する。具体的な一例として、
零場を造る場合を検討する。例えば（+100）+

（−100）=0。単なる数字でなく、要素がぶつ
かり合う実態の有る場合を想定する。つまり、
これに実体の（+10）+（−10）=0等を追加し
て、

（+10）+（+100）+（−10）+（−100）=0
 ・・・・・・（1）

これより、零には多種多様な場合（内容）の有
る事が判る。いま（+100）を電子、（−100）を
陽電子とし、（+10）を陽の微細粒子（（+）オー
ラ等）、（−10）を陰の微細粒子（（−）オーラ）と
する。式（1）を書換えてベクトル表示する。
電子のベクトル（↑）を（+）とする。この電子

には「反対方向のベクトルの（−）微細粒子
（↓）」。此と対になる陽電子（↓）には「微細粒
子ベクトル（+）の（↑）」が組み合されている

（例、超心理学研究、13 -1、pp.8 -17 ,参照）。
これらの素粒子を加算させる事により、より
安定な状態の素粒子群が形成される事になり、
これらの集団を特定な素粒子群（サイ情報、
外気）と仮称する。気が集積している場所、
つまり「気場」では低線量放射線（ガンマー線）
の高い値、通常は0.035～0 .045μSv/hr程度
なのに、0.09～0 .12μSv/hrもの値が測定さ
れている。

量子論によると、ガンマー線等の高ネル
ギーをミクロの真空に放射すると、電子と陽
電子が対発生してくる、と言う理由から（断
層付近の）気場では電子の反粒子としての陽
電子の存在する確率が高く、これが未知現象
の起こり易さに関係してくる。この陽電子が
空気中の電子と作用し合って安定なスピン対
になり、此に零意識形成時に生体から放出さ
れる極微細粒子（エーテル層、アストラル層
等）等と作用して、さらにより安定なPSI-pair
群集団を形成する事になる（例、式1）と考え
ている。なお気場以外でもバック・グラウン
ドとしての上記の低線量放射線は存在してお
り、これが式（1）のそれぞれに相当する部分
を担当する事になる。このサイ情報（外気）が
スカラー波（零の粗密波）を搬送波にして、
チャクラ等から放射された微細素粒子群（サ
イ情報、PSI-spinペア群）と連絡し、共振（共
鳴）して、未知現象が生起するのであろう。

零場を形成させる手法は、気（サイ）のカオ
ス・アトラクターが描く軌跡の密度増大に基
づく消失（干渉相互作用による消失、窓、空
白部、零）を用いる。他方、スカラー波の周
波数成分は様々であり、スカラー波は対流や
相互作用のある場所・場合に生成し、（+）と

（−）が互いに打ち消し合って零となり、粗密
波（縦波）として存在する事になる、と判断し
ている。
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3）暗箱内に湧出した光
宮内力、福田豊らはサイ能力者（超能力者、

MK）を対象にして、1975年1月～1976年9月
の1.8年間、322回にわたって実験を実施した

（念写・念電現象の物理学的研究、1977、念
写協会）。光センサーにはフォトセル（太陽電
池）、記録にはペン・レコーダーを用いている
が、現象の有無を主目的にしたので記録は短
時間（1秒以内）が多く、実験成功率は約50%
であった。さらにポラロイド・フィルムに念
写像が写る事とペン・レコが同時に動く事か
ら、暗箱内に量子光が湧出している。フォト
セルの一個を閉（黒ビニールで包み込む）、一
個を開（通常）にした実験から、暗箱内で光が
湧出する事実、そして湧き出した後の光は、
影を造る通常の光である事等を確かめた。

一方、暗室内での実験において、放心状態
（うつら、うつら寝る）の時、ペンレコの（+）
方向微小振動の中に（−）方向の変動が現れ
た。つまり、フォトセルに負（−）方向出力が
現れる様になった。これらが端緒となり、逆
方向にも光を湧出させる事が出来るように
なった。宮内らは、別に、ポラロイド・フィ
ルム「写れ」、ペンレコ「等閑視」の時は、ポラ
ロイドのみに像が出た（光の湧き出し）が、ペ
ンレコは動かない。これの逆も可能であった。
なお2個のフォトセルの受光面を腹合わせに
して黒ビニールテープで包み込み、室内光で
テストした時、片方に正、片方に負の電流が
生じている。

これらから判断して宮内らは能力者の注意
の範囲内に対象物が入った時にのみ、サイ

「気」が存在させられる（光湧き出し）空間が成
立する、と判断した。筆者らのほぼ同種類の
実験の場合にも、フォトセルの順方向ならび
に逆方向起電力の発生、ネガおよびポジ像の
念写像の生起等、並びに暗箱内に指向性の極
めて強い光が存在している実験結果を得てい
る。それらは、気が素粒子群類似で、コヒー
レンシーの強い光である事に関係するのであ
ろう、と考えている。

他方、能力者は、はじめは「写れー」と強く、
大きく、気合いをかけて統一送念したが、慣
れると、腹気合いで、ただ「うん」と呼吸・送
念するだけでテストが出来る様になった。

以上の研究結果から、ごく短時間に集中し
て気を放出している事情からみて、パルス状
に湧出させた光は、素粒子群類似で、位相の
揃った状態（例、PSI-pair）で、被験者の意念

（ASC)に指示されて、出現してくるものと考
えている。

4）念球発生と意識変化
佐々木茂美、小川雄二、苗鉄軍ら（1978～

2010）はフォトセル（太陽電池）とデジタルメ
モリ（メモリースコープ）、カオス解析装置等
を用いて暗缶内に発生した念球（光子群）の発
生、諸変化、性質等を調べた。念球（光子群）
はゆらぎを伴っており、複雑系としてのカオ
ス解析を実施することによって、その性質を
知る事が出来る。念球（光子群）のカオス・ア
トラクターはレスラー系の低次元決定論的な
カオスとして表示されており、アトラクター
のフラクタル次元D2は、D2=1 .94～2 .25で
あった。

急速でしかも大量に気（サイ）を放出し、未
知現象を出現させる為には、呼吸をコント
ロールする等の手法を用いて（自律神経変化）
リラックス集中の状態、つまり知性や理性を
薄めて変性意識状態（ASC）になり、そして強
く意念する事が前提条件になる。具体的には、
雑念を取り去り、集中を強めて意識と無意識
を拮抗・対峙させて零意識（未知現象生起時
のASC）にするとよい。

気（サイ）を放出させる為の音声的、意識的
な条件設定の一例をみる。体内の背骨付近に
中脈と言われる気の通路がある。その上に7
個（体内は6つ）の脈輪（チャクラ、気エネル
ギー・センター）があり、体内の気の調和を
果たしている。例えば、「六字真言」等、「オン」

「マ」「ニ」「ペ」「メ」「ホン」等を発声し、その
音声の振動を体のチャクラへ響かせて共鳴を
起こす。励起させた共鳴振動は各チャクラの
振動となり（固有なカオス的振動数）、これが
発生源となり、体の内外に拡散して、気エネ
ルギーの波動となる。訓練上達者の実験結果
をみると、六字の音声の順番①-②-③-④-
⑤-⑥に対応して、（1）フラクタル次元D2は、
↓小-↑大-↓小-↑大-↓小-↑大、という
様に、交互にリズムを伴って変化している。
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1）はしがき
意識と体外にある物質とが、直接、相互作

用し合う現象をPK（念力）という。別報では、
通常現象に上乗せしてサイ現象を生起させる
場合（メタル・ベンド、念写）を取扱った。本
報は、体外の局所に零場（零点）を作り、そこ
に未知現象を生起させる場合（例、念写、
Thoughtography）について、検討することに
した。

2）気功師の実験
「気功」は主として身体（体内）の医学的な現

象を取扱っており、「サイ科学（特異功能）」は
精神的並びに体外の現象を取扱っている。し
かし、基礎的な部分では共通性が多いと言え
よう。中国では、林厚省師の気功治療中の「手
の平」から変動リズムのある赤外線放出が、
顧函森によって測定された（1977）。これが

「気（サイ）」実験・科学研究の発端となり、中
国や日本で実験が開始された。例えば、町好
雄らはサーモグラフィーを用いて気功師と相
手との間の「気」の相互作用を、画像によって
可視化している（気を科学する、東京電機大
出版、1993）。研究によると、触れずに、気功
師の手の熱（血液流）が相手に伝達される傾向
がある。経穴（ツボ）には血管や神経が無いの
に、相手方の経穴部の皮膚がより敏感に反応
して、高温になっている。放出される赤外線
は極微弱な60～70μWatt程度であり、これ

が搬送波となって1.2Hz程度の気のシグナル
と考えられる情報を上乗せしている。また外
気放出時には1～5Hzの音も出ている、これ
は恐らく、血液が血管内を流れる時に、低周
波音を発生させた為であろう、と言う。「気」
放出へのスイッチは呼吸であり、気功師は呼
吸を制御して、自律神経に働きかけている。
一方、（−）方向変化（温度低下）の場合があり、
さらに静電気や微弱な磁気を発生させる事も
出来る等と報告している。この実験・観測結
果の理由として、気は素粒子類似のエネル
ギーであり、皮膚や経穴（ツボ）を介して相手
に伝達されたのであろうと推定している。

河野貴美子らは気功師と相手の脳波を測定
している（例、仲里誠毅、気の科学、ナツメ社、
2010）。気功を始めると、α波が脳全体に広
がるが、気功師の脳波は一般人よりも小さい。
これは静気功の場合であり、知性や理性を薄
める事に関係しているのであろう、と筆者ら
は考えている。右脳で気をコントロールして
いるが、特に自律神経にかかわる前頭葉部分
が活発化している。また気功師と相手の気功
中の心拍数、血圧、脳波が同調・変動してい
る、等と報告している。これらとほぼ同一傾
向の結果を、筆者らも得ている。さらに、硬
気功（武術）や念力（PK）として外気を放出す
る時には呼吸、心拍数、血圧も高まり、脳波
のα波も局部的に大になるのであろう、と判
断している。
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